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   This paper deals with a case report of cystine stone of the bladder and intro-

duces theories about the developmental mechanisms, treatment and prophylaxies 

 •)f  cystinuria and cystine stone. At the same time statistical observations were 

made on sixteen cases of the disease hitherto reported in this country.

緒 言

チ ス チ ン結 石 の報 告 は比 較 的 少 く,本 邦 に於

て は,1918年 七五 三 が そ の1例 を報 告 して以来

現 在 まで15例 の報 告 を み る に過 ぎ な い.

我 汝 は最 近,膀 胱 に発 生 した チ スチ ン結 石 の

1例 を経 験 した の で こ こに 報 告 し,そ の発 生 と

治 療 及 び 予 防 に対 して聯 か 考 察 し,併 せ て本 邦

に 於 け る16例 の統 計 的 観 察 を試 み た.

症 例

患者:島 本 某50才 男

初診:昭 和30年9月3日

主訴:血 尿及び排尿終末 時終痛

家族歴及び既 往歴:特 記す べき事はない.

現病歴:約 半年前 よ り膀胱部不快感があ り約1C日 前

よ り尿意頻数及び排尿終末時終痛をおぼえ,時 に血尿

一をみたが
,そ れが 次第に増 強 して来たので,某 医の紹

介 によ り当科外来を訪れた.

一般現症:体 格 中等度,栄 養良好,胸 部打聴診及び

理 学 的検査に於 ても異常を認めず,腹 部に於 ても著変
『を認 めない

.血 圧142～86。

血液所見:赤 血球389万,血 色素7g%(ザ ー リ ー

.値) ,白 血球7300で,そ の百分率は,好 中球45%(桿

状 核球5%,分 葉核球40%),好 酸球3%,淋 巴球49

%,単 球3%で あつた.血 清蛋白質濃度7.0%で 赤血

球沈降速度30分 値2,1時 間値7,2時 間値16,で 血

清 ワッセルマソ氏 反応及び村 田氏反応共に陰性.

泌 尿器科的所見:両 腎触知せず,膀 胱部を圧す ると

軽 度の不快 感を覚え る.睾 丸,副 睾丸及び前立腺には

異常を認めない.

尿所見:や や混濁 し,中 性,蛋 白(+),糖(一),ウ

ロ ビリノPゲ ソ正 常に して,沈 渣は赤血球(十),白 血

球1視 野1～2個,上 皮細胞,大 腸菌 を認めた.

膀胱鏡所見:膀 胱容量150cc以 上,膀 胱壁 は全股

に充血 している外,著 変を認 めない.中 指頭大で表面

願粒状黄色 調の小結石を認めた.そ の色調及び表面の

状態 よ りチスチソ結石の疑を抱いた.イ ンヂ ゴカル ミ

ン排泄試験 は両側共正常であつた.

レソ トゲソ所見:腎 臓部 より膀胱底部までの単純撮

影を行つたが,結 石陰影は認められなかつた.気 体造

影膀胱撮影 を行つた結果,栂 指頭大の陰影欠損を認め

た(第1図)

以上に ょ り結石は レ線陰影陰性であ り,膀 胱鏡所見

よ りチスチン結石 ではないか と思われたので,原 形の

ーまま高位切開 にて別出す る事に決定 し,9月8日 手術

を行つた.

結石所見:重 量3.39,中1旨 頭大,扁 平卵円形に

して,表 面黄褐色,預 粒状を呈 し,比 校的軟 く,割 面

も同様に黄 褐色を呈 していた.結 石 は,加 熱℃ よ り青
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第1図

'侮 .

色焔をあげて燃 え,酷 酸鉛に ょる硫fヒ鉛形成反応陽 陸

で,結 石成分中に多量の硫 黄の存在を確認 し,ア ンモ

ニヤ処置に ょり典型的な正六角形のチスチソ結 晶を認

第2図

めた,一 部尿酸塩 の存在を認めたが,成 分 の大部分ば

チスチンであろ と考 えられた(第2及 び第3図)

第3図
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』術後経過 は順調で20日 目に全冶退院 した.

考 按

チ スチ ンem1SIOq三Wallastonが,膀 胱 結 石

の 主 成 分 と し て,ア ミノ 酸 中 の 最 初 の 発 見 物 と

し て 見 出 し た も の で,之 にCysteinOxideと

命 名 し た が,彼 は 硫 黄 の 存 在 に 気 付 か な か つ

た.Bergeliu3(1832)はCysteinOxideの

名 を 不 適 当 と し て,Cystinと 改 名 し た.そ し

購 導

鯵
穫

叢舞

てBandrimont(1837)に よ り始 め て硫 黄 の存

在 が証 せ られ た.

M6rnerandEmden(1899)が これ を蛋 白

質 よ り単 離 す る事 に成 功 し,Fischer及 び鈴 木

(1905)は 尿 路 結 石 よ り得 た 物 質 と,蛋 白質 よ

り得 た物 質 の 間 に 従来 論 ぜ られ た如 く,若 干 の

相 違 点 が あ るの は,前 者 中 に チ ロ ジ ンが 含 まれ

て い る為 で あ る事 を 明 らか に した.
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チ スチ ン結 石形 成 の 原 因 につ い て は,そ の詳 細

は明 らか で な い が,尿 中 チ ス チ ン排 泄 の増 加,

即 ちチ スチ ン尿 と密 接 な 関係 を もつ も ので あ る

事 は云 う迄 もな い.チ ス チ ン尿 の原 因,本 態 に

つ い て も未 だ 決 定 的 な 結 論 は 出 てい ない が ,

DentandSenior(1955)が チ ス チ ン尿 を 定 義

して,本 症 は生 下 時 よ り存 在 し,成 人で は1日

1gに も及 ぶ チ スチ ン と,リ ジ ン,ア ル ギ ニ ン

及 びオ ル ニ チ ンの 多 量 の尿 中排 泄 に よ り特 徴 づ

け られ,家 族 的 に屡 汝発 生 し,殆 ん どチ ス チ ン

の み よ りな る結 石 を 形 成 す る事 が 多 いが,結 石

形 成 以 外 に は本 症 の 為 に何 等 特別 な症 状 を 来 し
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た りしな い と云 つ て い る様 に,チ ス チ ン尿 患者

は健 康 を 害す る様 な新 陳 代 謝 障碍 を来 さ ない.

しか し最 近IsotopeS85等 の助 け に よ り,メ チ

オ ニ ン よ りチ スチ ン合 成経 路 が 判 明 し,メ チ オ

ニ ンがlabileの メチ ール基 を失 つ て ホモ チ ス テ

イ ン とな り,ホ モ チ ス テ イ ンが ・ぜ リンと合 して

チ ス タチ オ ニ ン とな り,之 が酵 素 的 に分解 して

チ スチ ン とな り,ゼ リンのOHがSHに 変

り,チ ス テ イン とな る事 が 判 つ て来 た(第4

図),そ して此 の メチ オ ニ ン代 謝 の障 碍 が チ ス

チ ン尿 の原 因で な か ろ うか と云 わ れ てい る.

第4図
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本 症 例 の血 中及 び尿 中 チ スチ ン量 を 奥 田氏 法

に よ り測 定 した が,血 中チ ス チ ン量 は1.8mg/

d1,1日 の尿 中 チ ス チ ン 排 泄 量 は24.6mg乃

至43.2mgで 軽 度 の 増加 を認 め る に す ぎ な

い.又 チ スチ ン附 加 試 験 を 行 つ た成 績 に も著 変

は認 め られ な かつ た.

DentandSeniorは チ スチ ン尿 の病 因 に 関 し

て,含 硫 ア ミノ酸 代 謝 の失 調 に 起 因 す る も ので

な く,チ ス チ ン及 び他 の三 種 のア ミノ酸 に対 す

る尿 細 管 の再 吸収 が殆 ん ど完 全 に 欠如 してい る
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事 に よ り,腎 よ りの排 泄 が起 る もの で あ り,此

の故 にチ スチ ン尿 患 者 の尿 は常 に 多量 の チ ス チ

ンを 含 み,之 が 尿 路 に 沈着 して結 石 を 形 成 す る

と云つ て い る.そ して 今 まで本 疾 患 が 中 間代 謝

異 常 に よる とす る考 え に基 い て,現 在 まで 効 果

あ りと報告 され た チ ス チ ン尿 の治 療 に対 す る再

検討 を行 つ て い る.即 ち

(1)蛋 白摂 取 が チ ス チ ン排 泄量 に対 す る影 響

あ りと云 う考 え に基 く低蛋 白食 療 法.

(2)ヒ ヨ リンが メチ オ ニ ンの脱 メチ ル 作 用 を

減 じ,メ チオ ニ ンよ りチ ス チ ンえ の 分解 を減 少

せ しめ る作 用 が あ る と云 う考 え に基 く ヒヨ リン

投 与.

③ 芳 香 族 化 合物 が生 体 内に 入 る と,チ スチ

ン と結 合 して尿 中に排 泄 され,生 体 内の チ ス チ

ン欠 乏 を来 す と云 う考 に基 くナ フク レ ン投 与.

㈲ そ の 欠之 に よ り尿 中 に フェ リニ ン と して

で は な く,ク ウ リンの 形 で 硫 黄 の排 泄 の 増加 を

来 す と云 う見地 よ り ビタ ミンAの 投 与.

(5)チ スチ ンを溶 解 性 の大 きい チ ス テ イ ンに

還 元 す る作 用 が あ る と云 う考 に基 くビク ミンC

の 投 与.

(6)チ ス テ イ ン酸 は水 に よ く溶 解 し,過 酸 化

水 素 はチ スチ ンを チ ス テ ィ ン酸 に酸 化 す る と云

う考 に基 い て,過 酸 化水 素 水 に よ りチ ス チ ン結

石 を直 接 溶 解 し よ う とす る試 み.

⑦ 安 息 香 酸 の内 服 が チ スチ ン結 石 の溶 解 を

第 1

来たすと云う老えに基 く安息香酸の投与.

(8)ア ミノ酸の溶解性は,他 種のア ミノ酸の

存在により非常に増加すると云 う見地 よりβア

ミノイソ酷酸の投与,

⑨ 濃厚食塩溶液に於て,チ スチンの溶解度

の増加がみられる事 より食塩投与.

ω 尿素がチスチンに対する尿の溶解力の増

加をみると云う根拠に基 く尿えの尿素の附加・

等を行い,そ の効果を尿中チスチ ン排泄量 と

その濃度及び尿中えの溶解力の測定によつて判

定 し,総 て著効がなかつたと断じている.そ し

てチスチンに対する尿の溶解力は尿がアルカ リ

性になるに 従つて高まり,pH7.6以 上に於て

は急に増加するが,チ スチ ン尿患者を長期間に

亘 りかかるpHを 保持 させる事は不可能であ

るとし,叉 チスチン尿患者の日中尿は通常チス

チン不飽和の状態にあり,他 方夜間尿は過飽和

の状態にある事を証明 し,結 石形成は多分濃縮

された夜間尿からの沈澱によつて生ずるものと

結論 し,昼 夜を通 じて規則正 しい間隔による多

量の水分摂取によつて,チ スチンに対 して尿を

常に不飽和の状態に保てば,結 石形成は不可能

であり,又 結石が既に存在 しても溶解が開始さ

れると云つている.

本邦に於ける本症例を含めての16例 の報告例に

ついて簡単な統計的観察を試る事にする(第1

表)

表

1

2

3

4

5

6

7

報告者

七五三

中 島

三 沢

小 山

小 山

井 尻

井 尻

年代

1918

1921

1927

1931

1931

1935

1935

年令

46

2

41

不詳

不詳

38

14

性別

女

男

男

男

男

発生
職業1 場

所1

農 副膀 胱

膀 胱

鮪 員1撫

商 人

生 徒

膀 胱

膀 胱

発病

3ケ 月

前

3ケ 月

前

26年 前

18年 前

5ケ 月

前

治療法

尿道拡張

砕 石 術

(腎 り」'EibrLl)

手 術 及 び

自然 排 泄

砕石術3
回

自然 排泄
2回

X線

検査

(一)

結 石

大 き ・ 障 量i形 状1個 数 成 分

3.Q×2.5×2.0

粟粒大 より
最大12×8×4

鳩 卵 大

胡 桃 大

小 琶 石
碗 豆 大

小 結 石

4.59

0.299

勾玉状
砂石状

表面頼粒
状

1ケ

多数

多数

各1ケ

各1ケ

各1ケ

2/3尿 酸

1/3炭 酸 石灰,

チ スチ ン

チ ス チン(柵)

燐 酸(+)ナ ト
リウ ム

チ スチ ン

〃

〃

〃

〃
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8板 倉19357男 膀 胱 箭 ・月高位切開 …1・.・ ×1.7・ ・-9牛 角 形1・ チ ス チ ン〆

9大 ・森19383女 膀 胱奮 ケ1響 術(・)破 砕 砂 状 〃

一

10

[

11

一

12

一

13

一

14

一

15

和 田

}

1943

』

1949

『

正949

8

『

11

9

38

一

不詳

女
一

女

男
『

男

男

膀 胱 砕 石 術
一

(+)

〃

板 倉 膀 胱 8年前 高位切開 3,8×2.4×1.5 129 腎 形 1ケ 〃

堀 口
農家の
息子 膀 胱 6年前 高位切開(+) 2.5×3.2×1.5 129 卵 円 形 1ケ 〃

鳥 越
11955
1955

両側腎
左腎切石
術

3.8×2.2×L6

1.2×1.0×0.4

表面不平
滑

左1ケ
右3ケ

〃

鈴 木
一

一

(一)

〃

鈴 木 1955 不詳 〃

1956 50 農 業1膀 胱
1

半年前高位切開 中指頭大

一

3.39 扁平卵円
形

1ケ
チ ス チン〆

一 部 尿酸 塩

.

即 ち,年 令 的 関係 は,本 邦既 報15例 に つ い て

は,2例 の 不詳 を除 き,13例 中11例 迄 が15才 未

満 で あ り,小 児 に 多 い.他 の1例 は46才 の女 子

で,叉1例 は38才 の 男 子 で あ る.表 に よ り明 ら

か な如 く,本 症 例 の50才 は,本 邦 報 告 症 例 中最

高 年 令 を 示 して い る.

性 別 に 関 して は,男 子9例,女 子3例 で 男 子

は女 子 の3倍 で あ る.SimonandLewis(1902)

及 びHarris(1924)等 も年 少 の男 子 に 多 く女

子 に少 い と云 つ て い る.

頻 度 に つ い て は,チ ス チ ン結 石 の 他 の結 石 に

対 す る比 は,堀 口(1950)の 記 載 に よ れ ば,

Bencke649:3,LeRoyd'Etioller1100;

6;Iranovich300:1,Dumericher105:4,

GoldingBird374:11,Ultzmann548:8,

Taylor129:2,Prochnow501:1で あ り

,そ の 発生 率 は非 常 に僅 少 とな つ て お り,本 邦

に於 て も僅 か に16例 を み る のみ で あ る.

次 に16例 中 詳 細 不 明4例 を除 き,11例 は膀 胱

に,2例 が腎 に 発生 し.そ の 中1例 に於 て は 腎

と膀 胱 に 併 発 してい る.

レ線 検 査 を 行 つ て い るの は僅 か に6例 に止 ま

り,そ の 中 陰 影 陰 性 は本 症 例 を 含 め て2例 の み

で あ る.チ スチ ン結 石 の レン トゲ ン像 は現 在 ま

で の報 告 に 於 て も,そ の 程 度 が 一 定 せ ず,

Graves等 は写 りが悪 い と 云 い,Harris等

は,レ 線 陽 性 と云 つ て い る.

結 石成 分 につ い ては,多 くは単 純 結 石 で あ

り,他 の 成分 を混 有 す る もの は本 症 例 を 含 め て

3例 にす ぎな い.

治療 法 と しては,記 載 の あ る12例 中膀胱 砕 石

術4例,高 位 切 開4例,自 然 排 泄2例,尿 道 拡

張1例,腎 切 石術1例 で あ る.

そ の再 発 率 は 高 く,甚 だ しい の は,チ スチ ン

尿患 者 に於 け るチ ス チ ン結 石 に 対 し5回 の治療

を行 つ て い る報 告 もあ る.

街,父 子 の間 で,同 疾 患 に罹 患 して い る1例

も報 告 され て い る.

叉 チ スチ ン尿 との関 係 に つ い ては,そ の記 載

が 少 く,そ の統 計 的 な詳 細 を 明 らか にす る事 が

出来 な かつ た.

結 語

膀 胱 に発 生 した チ ス チ ン結 石 の1例 を報 告 す

る と共 にチ スチ ン尿 及 び チ スチ ン結 石 の 発生 機

転,更 に そ の治療 及 び予 防 に関 す る諸 説 を紹 介

し,併 せ て本 症 の 本 邦 に於 け る簡 単 な統 計 的観

察 を行 つ た.
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